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リチウム鉛(LiPb)を使用する液体方式ブランケットにおいて流動するLiPb 中でのトリチウム(T)の移流特性を

液体金属試験ループ オロシ-2 @NIFS にて重水素(D)を使って検証した。流動する LiPb 中に於いて得られた

D の拡散係数は 10-2~10-3 [m2s-1]オーダの値を示し静的拡散に比し６桁程高くなる事を確認した。 
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1. 緒言

報告者らは 2022 年春の年会にて流動する LiPb 中に於いて溶解した T が高

速で流動する可能性があると報告した。この現象を検証する為、移流拡散モ

デルを使い流動 LiPb 中に於けるＤの移流項と拡散項を測定した。 

2. 試験詳細

2-1. 解析手法

Fig.1 に矩形波状に溶解した D の移流拡散理論による濃度分布の時間変化

を無次元化して示す。分布形状の変化は拡散係数、時間及び距離に依存する。

Fig.2 に示す固定観測点での濃度測定結果と Fig.1 の理論値を照合し拡散係数

を抽出した。移流項は溶解部から検出部までの到達遅れ時間より算出した。 

2-2. 試験装置

オロシ-2 に溶解装置、回収装置、計測装置等を設置し D による循環回収試

験を実施した。リチウム鉛ループの体積流量は 0.1×10-3～0.3×10-3m3 min-1、

１サイクル循環時間は 200～400 分。温度 350℃、詳細は会場で報告する。 

2-3. 試験結果

Fig. 3 に得られた移流拡散係数、静的拡散係数の文献値[1]、及び Taylor

dispersion 理論値を Re 数に対してプロットしたものを示す。Re 数 500～1000 の

範囲において得られた値は静的拡散係数に比して６桁以上高い値

であった。結果は Taylor dispersion 理論値[2]と層流領域に於いて

整合しており LiPb 中を流動する D に於いても同理論が適用でき

る事を確認した。 

3. 結論

流動する LiPb 中の T は Taylor dispersion 理論に従って高速で移

流拡散する。LiPb ブランケットの T インベントリー解析にはこの

結果を反映する必要がある。 
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Fig. 2 観測濃度フラックス 

Fig. 3 拡散測定値、理論値、静的拡散係数 

Fig. 1 矩形波溶解と移流拡散 
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